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図３　調査開始前の様子（2011 年度） ���� ４






















図 23　第 10 次調査第１トレンチ平面図�土層断
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図 41　北壁断面の標高 5.5m 付近 ������57
図 42　粒径頻度分布と累積頻度曲線 �����58
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図 47　花粉ダイアグラム（第 10 次調査）
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表５　花粉組成表（第 10 次調査） ��� 66 ～ 67


















































「第１平坦面」などと呼称しておく。第１平坦面は標高が概ね 4.5m 付近にあり，第２平坦面は標高 6.0m 前
後，第３平坦面は標高 7.0m 前後，第４平坦面は 8.0m 前後と，それぞれ１m 程度の段差がついている。一方，










　それらの作業を 2011 年９月 23 日～ 30 日に行ない，竹木伐採後にハンドボーリングによって地下の様
子を探った。浅い所では地表下１m 程度のところでクロボク層が存在することが確認でき，学生実習として
も調査可能な手応えを得た。調査参加者は，河本洋志，小牧美穂，須藤 匠，高木亮介，谷口智子，津島大地，
船石庸祐，米田尚弘，中原 計，髙田健一の 12 名である。







結奈，中川 篤，中山幹太，前口一晃，南 泰志，向臺浩二，中原 計，髙田健一の 21 名である。
　2013 年度は，第７次調査の内容を踏まえ，遺跡の東側を調査対象とすべく，竹木の伐採作業を行なった。















































































































門脇知弘，堀川龍哉，松本文哉，坂東直人，田中慎吾，古川翔太郎，中原 計，髙田健一の 25 名である。










山拓矢，田中慎吾，板井竜二郎，井之上侑雅，杉山弘晃，北川晃平，安田有希，中原 計，髙田健一の 26 名
である。
　2016 年度に第 10 次調査として，第８次調査の隣接地点にトレンチを２箇所設定した。１つは，第８次
調査トレンチの北端部で検出した掘り込み跡が 1955 年のトレンチであるか，1967 年の帝塚山大学による
トレンチであるか確定できない状況もあったため，その確認のために，掘り込みの南辺の延長上に東西方向
















　調査は，８月 29 日～ 9 月 18 日まで行なった。調査参加者は，古川翔太郎，足立鷹紀，伊東由緑子，大
家穂月，大隅瑶子，鎌田季紗，神川将吾，川口峻平，田代昂平，藤原敦生，槙岡麻友，村井大航，山畑周平，
山本大貴，生田笑佳，河野真由子，高力日奈子，小嶋太一，藤本剛矢，水石洋美，村本景奈，Qilimuge，中
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第 1 次調査（1955 年） 第 2次調査（1967 年） 第 3次調査（1976 年） 第 4次調査（1981 年）
第 5次調査（1993 年） 第 6次調査（1998 年） 第 7次調査（2012 年） 第 8次調査（2014 年）










































ていた（豊島 1975，久保 1981）。同様な事態は，1960 年代半ば頃から見られはじめ，当初は鳥取大学教
育学部の地学系教員や鳥取県立博物館（当初は科学博物館）学芸員らが個別に対応に当たっていたが，米子























































































































































































































































































































































図７　第４次調査（1981 年）トレンチ（文化庁 1983 を再トレース・再構成）
委託されて実施されたため，「県東部」で「県庁勤務の担当者が調査可能」な「砂丘遺跡」という条件の重
ね合わせから直浪遺跡が選択されたのではないかと想像する。
　1981 年 10 月 21 日から４日間かけて，遺跡範囲のほぼ中央部と考えられた地点に幅３m，長さ 33m の






た写真のキャプションは「昭和 35 年のトレンチ」となっており（挿図 12，p.43），第１次調査（昭和 30 年）































































掘調査が行なわれ，４基目となる古墳が発見された（谷岡 2004）。径 17m の円墳で，幅 2.5m の周溝がめ
ぐる。墳丘のほとんどは削平されて残存しなかったが，周溝内から副葬品の残欠とみられる砥石，刀子と須
恵器坏蓋片が出土した。須恵器は天井部の破片で時期的な特徴を把握し得ないが，刀子は背側にも関をもつ
タイプで，全長 14.5cm，刀身長 8.5cm を測る。大和地方の古墳出土刀子の茎の形態に着目して，細長いも
のほど新しいという傾向を見出した渡邊可奈子の研究（渡邊 2010）に照らすと，縁山４号墳出土の刀子は，
茎の長幅比が６：１と細長く，MT15 型式期以降に出現するタイプと考えられる。同様な刀子は近傍では，
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縄文土器では，図 11 に示した 19 点，弥生土器では，図 12・13 に示した 35 点，土師器，須恵器では，図

























宮滝式に比定できよう。13 には内面に炭化物が厚く付着しており， 放射性炭素年代測定の結果，3390 ±
20y.cal.BP であった（Ⅵ章（１）を参照）。
　15 ～ 19 は底部片である。15，16 は平底がやや横に張り出し，胴部がややふくれる器形となる。中期段
階の底部片であろうか。16 は底面に網代の圧痕がある。１本超え，１本潜り，１本送りの編みと考えられる。





















































ぐ ら す。 ２ は，
口径 15.0cm の小
型 広 口 壺 の 口 縁
部 で， 端 面 に ４
条 の 凹 線 を め ぐ
ら し， 外 縁 部 に
板 状 工 具 の 角 を
押 し 付 け た 刻 み
目 を 施 す。 こ れ
は， 第 ２ ク ロ ス




























ていないが，小さな平底になると考えられる。口径 16.0cm，残存器高 23.0cm を測る。口縁部端面は面を
持つが，幅は狭く３mm である。１次口縁部が鋭く横方向に突出する。肩部には横方向のハケメを施した後
に波状文を施す。内面はケズリを施す。器壁は薄く，最も薄いところでは 2.5mm である。15 は，同じく終
末期に位置付けうると考える土器の胴部片である。径や傾きは厳密にはわからないものの，肩部に波状文を
密に施す。
　トレンチ中央部の第２クロスナ層から土玉９点（17 ～ 25）が集中的に出土した。径 2.5 ～ 3.0cm 前後の
球形で，径６mm の孔が貫通する。イネ科植物の茎を芯として焼成しているようである。完形品の重量は


































































































５は，それぞれ口径 10.4cm，高さ 2.8cm，口径 11.2cm，高さ 2.4cm である。椀は口径がひとまわり大きく，


























































27 28 29 30 31 32 33 34 35 36





















　27 ～ 44 は管状の土錘である。褐色砂層（３層）ないしは第１クロスナ層の検出過程で出土した。完形品
の重量は，2.0 ～ 5.4g で，３g 前後のものが多い。多くは手捏ねで指押さえの跡など残し，軟質の焼成であ
るが，33 は他と異なって高温焼成と考えられ，表面に自然釉が生じて光沢を発する。44 は須恵質の焼成で，

















































































  1 2.5Y3/1黒褐色砂質土（表土）












































































































































































　石鏃（１）は，先端部を欠損し，現存長 1.7cm，幅 1.4cm，重量 0.86g のサヌカイト製で，無茎凹基式で
ある。２は軽石の一部をカットして縄掛部を作り出している。浮子と考えられる。重量は 42g である。３
は打欠石錘で，長さ 8.0cm，幅 5.5cm，重量 123g を測る。４は，有溝石錘である。長さ 8.9cm，幅 7.6cm，
重量 295g を測る。５は石皿とも考られるが，摩滅した面は皿状になっていない。重量は，現状で 1824g











くない。TK43 ～ 209 段階に位置付けられようか。
　12 は１層で出土した甕口縁部片である。口径 17.0cm を測る。13 は，高温焼成で堅緻な仕上がりである。
口径 14.0cm で，残存高 4.9cm ある。碗と考えられる。やはり１層から出土した。




















のトレンチを設定した（第１トレンチ，図 22）。第８次調査トレンチの幅（東西）は 2.0m で，掘り込みのコー
ナー部は検出されなかったから，掘り込みが第１次調査トレンチであれば，この第１トレンチ内で南東側コー
ナーが検出されるはずである。





























































































































縄文土器は 10 点，弥生土器は 28 点，土師器は 25 点，須恵器７点と瓦１点，土師質土器は 12 点をそれぞ
れ図化した。














　図 26- １～３は口径 16 ～ 20cm の中型品で，直接接合しないが胴部片がある。胴部の最大径となる部位
には列点刺突文が施されたものもある。４は口径が 30.0cm に復元できる大型品である。これに対応する底
部は 10 のようなものであろうが，これに見合う胴部片は調査範囲内では出土しておらず，同一個体とは確







































土師器　第 10 次調査では，主に第１クロスナ層から多数の高坏が出土した（図 28，図版５上）。いずれも
椀形と考えられるもので，少なくとも８個体ある。多くが内外面に赤色顔料による塗彩を施している。坏部
の外面はハケメ，内面はヘラミガキによる放射状の暗文が施されるが，暗文は間隔の粗いもので，丁寧さに
欠ける。１はほぼ完形に復元しうるもので，口径 17.0cm，高さ 13.6cm を測る。脚部には円形の透し穴が
３方向に開けられている。焼成が軟質で，器表面が脆く粉末状になって剥落するため，調整の観察が難しい
部分もあるが，口縁部内面に水平方向のミガキを施す。２～ 11 は焼成堅緻なものである。２～４は口径が

























































23 は碗（坏）底部に貼り付けるのであろう。22 は脚部内面まで赤色塗彩するが，23 は塗彩しない。24 は











金属器　第 10 次調査では，11 点の鉄器が第１クロスナ層から出土した。ただし，ほとんどは鉄片と呼ぶべ
きもので，本来の形態が判明するもの少ない。また，砂と錆が固着して，洗浄や観察が容易でないものも含
むので，実測できたのは１点に限られる（図 30- １）。現存長 5.7cm，幅 1.0cm，厚さ 0.5cm を測り，一端























































間壁忠彦・間壁直子 1971『里木貝塚』 倉敷考古館研究集報 第７号，倉敷考古館






































































































るが，内面に炭化物が付着しており，放射性炭素年代測定を実施した。その結果は，4300 ± 20cal.y.BP で
ある（第Ⅵ章（１）表２参照）。他に 23 のような大波状口縁の破片がある。
　26 ～ 30 は，磨消縄文土器の破片で，中津式，福田 K ２式段階と考えられる。31 ～ 34 は貝殻による条
痕文を施すもので，31 は器形などから崎ヶ鼻式の深鉢胴部と考えられる。35，36 は凹線文土器で，元住吉
山Ⅱ式ないし宮滝式と考えられる。
















































　10，11 は土師器の壺である。10 は，口縁部を欠失するが，胴部最大径が 9.3cm の小型丸底土器，11 は





























































土壌中有機物の年代である（図 37）。いずれも 5500y.cal.BP，5440y.cal.BP と縄文時代前期末頃の値を示す。
出土する最古段階の土器とも矛盾はなく，遺跡形成の初期段階の年代と考えてよいであろう。一方，新しい
年代値としては，近世～現代に近い測定値もある。これらは，果樹園などの造成に伴う撹乱層の影響が考え










　次に比較的年代値が集中するのは 2500 y.cal.BP あたりで（図 38），第２クロスナ層の土壌中有機物と第
３クロスナ層出土の炭化物の 3 点の測定値がある。縄文時代晩期後半～弥生時代前期初頭の年代値と考えら
51
測定番号 測定試料 出土層位 δ 13C（‰） 14C 年代（yrBP） 1 σ暦年代範囲 2 σ暦年代範囲




























IAAA-122323 木炭 第７次黄褐色砂層 -21.87 ± 0.35 modern







































































































































































































































黒色土器内面スス -26.25 ± 0.19 1400 ± 20 635calAD-660calAD（68.2%） 610calAD-665calAD（95.4%）
PLD-35655 木材 第９次４E 層 -27.84 ± 0.21 800 ± 20 1224calAD-1257calAD（68.2%） 1212calAD-1271calAD（95.4%）
















　やや間隔をあけて，次に複数の年代値が集中するのは，1700 ～ 1600y.cal.BP である。第１クロスナ層の
木炭 3 点，第２クロスナ層の木炭１点の４つの測定値がある。較正暦年代では 4 世紀末～ 5 世紀前半頃に
相当するが，古墳時代前期末以降に位置付けうる土師器が比較的多数出土することと対比できる。また，測




































































































































　主に調査地北壁および東壁で堆積層の観察を行い，東壁の花粉分析供試料採取地点 ( 第Ⅵ章（３）参照 )
のすぐ横で粒度分析用試料を採取した（図 40）。堆積層断面はその表面を鎌で削っても内部構造が不明瞭で
あるものの，崩落・剥離した新鮮な断面では明瞭な水平葉理を確認することができた（図 41）。
　東壁断面で観察できた標高 4.8 ～ 6.8m 間は，厚さ数ミリの細粒砂～極細粒砂からなる水平葉理が積層し，
層理面の最大傾斜方向は S24°E( 南南東 ) である。 新鮮な根や根跡が顕著で，東壁では計４枚の古土壌を，








図 41　北壁断面の標高 5.5m 付近
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⑥(1)：暗褐色 細砂 水気あり 粘り少しあり





























































同定レベル コード 分類群 対応する栽培植物
1 1 イネ イネ



















































④-1 第 1クロスナ層上層：細粒砂 10YR3/3 暗褐色と10YR2/3 黒褐色の間　（遺物片混入・上層から植物の根の痕跡 ( にぶい黄褐色細粒砂 10YR4/3) 多い・
2~3mm角の木炭 (1%)）
④-2 第 1クロスナ層中層：黒褐色細粒砂　10YR2/3　（シルトが比較的多い・土壌化が進む・遺物片混入・2~3mm角の木炭 (2%)）




































































2) N-2（第 45 図中）
　④ -1 層が観察できた。また，下位の観察試料（N-3）との境界が，④ -1 層と④ -2 層との境界に当たる。





3) N-3（第 45 図下）
　④ -2 層，⑤層が観察できた。









































































図 46　軟 X 線写真及び観察結果（上：N-4 下：N-5）
それぞれ左より実視写真，軟 X 線写真，解析結果
る直線状のチャンネルは僅かである。これらは，全体にランダムに分布するが，試料中央部ではやや粗であ
る。上下方向のチャンネルには，幅 1 ～ 2mm ほどの太いものが目立つ。中～強度に発達する細～粗粒の小
粒状ペッドが顕著であるが。一部では亜角～角塊状ペッドが認められる。


































　分析結果を表６（植物珪酸体組成表），図 49 ～ 51（植物珪酸体ダイアグラム）に示す。
　植物珪酸体ダイアグラム（図 49 ～ 51）では，検出量を 1g あたりの含有数に換算した数を，検出した分
類群ごとにスペクトルで示した。
1) 第 8 次調査
　イネは，下部の試料№ 8，7（第２クロスナ層）と上部の試料№ 2，１（第１クロスナ層上部）から検出
された。その他，ススキ属型，ウシクサ族 A，ササ類が，全ての試料で検出された。また，ヨシ属試料が№
8 ～ 6，試料№ 1 で検出された。
2) 第 9 次調査
　イネは，検出されなかった。キビ族型が試料№ 10（第３クロスナ層）から検出された。その他，ヨシ属，
ススキ属型，ウシクサ族 A，ササ類が，全ての試料で検出された。
3) 第 10 次調査
　最下位の試料№ 5-1（第２クロスナ層）からは，植物珪酸体が全く検出できなかった。
　イネは，試料№ 4-1（⑦層最上部）から上位で検出された。特に試料№ 1-2（④ -1 層：第１クロスナ層 
最上部）では，栽培を示唆するとされる 5000 粒 /g の検出密度を超えた。また，試料№ 1-1（③層）も，こ
れに準ずる検出密度であった。ヨシ属は，試料№ 3-1( ④ -2 層：第１クロスナ層最下部）から試料№ 5-1（⑦
層）の間で検出され，ススキ属型は試料№ 4-1（⑦層上部より上位で検出された。この外，キビ族型，ウシ
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   3   Podocarpus マキ属 1 1% 0.2
   5   Abies モミ属 1 0% 1.2 1 5% 0.1
 10  Tsuga ツガ属 1 0% 0.6 1 1% 0.3 1 1% 0.2 1 7% 0.1
 21  Pinus(Diploxylon) マツ属：複維管束亜属 1 0% 0.4 1 1% 0.5 1 0% 0.6 1 1% 0.3 7 5% 1.1 4 3% 0.7 2 13% 0.2 6 27% 0.7
 30  Sciadopitys コウヤマキ属 1 7% 0.1
 32  Cryptomeria スギ属 3 1% 2.5 2 1% 0.8 20 10% 10.0 4 2% 4.7 1 0% 0.6 3 3% 0.9 7 5% 1.1 4 3% 0.7 2 9% 0.2
 41  Cupressaceae type ヒノキ科型 6 3% 3.0 3 1% 3.5 3 1% 1.7 1 1% 0.3 1 1% 0.2 1 7% 0.1
 51  Salix ヤナギ属 1 1% 0.5 1 1% 0.2
 52  Myrica ヤマモモ属 1 1% 0.5 1 5% 0.1
 71  Carpinus-Ostrya クマシデ属－アサダ属 1 0% 0.8 3 1% 1.3 2 1% 1.0 1 0% 1.2
 73  Corylus ハシバミ属 1 1% 0.5 1 1% 0.3 2 2% 0.3 1 1% 0.2 1 7% 0.1
 74  Betula カバノキ属 1 1% 0.5
 75  Alnus ハンノキ属 1 1% 0.5 1 0% 1.2
 80  Fagus ブナ属 1 5% 0.1
 83  Querucus コナラ亜属 2 1% 1.6 3 1% 1.3 6 3% 3.0 2 1% 2.3 4 2% 2.2 4 4% 1.1 4 3% 0.6 2 2% 0.3 6 40% 0.6 8 36% 1.0
 84  Cyclobalanopsis アカガシ亜属 33 15% 27.2 90 44% 37.8 74 37% 36.9 106 50% 124.3 110 45% 61.5 65 66% 18.5 50 38% 8.0 62 47% 10.5 1 5% 0.1
 85  Castanea クリ属 89 40% 73.3 36 18% 15.1 13 7% 6.5 52 25% 61.0 47 19% 26.3 10 10% 2.8 11 8% 1.8 23 17% 3.9
 88  Castanopsis-Pasania シイノキ属－マテバシイ属 92 42% 75.8 66 32% 27.7 38 19% 19.0 39 18% 45.7 38 16% 21.2 8 8% 2.3 14 11% 2.2 14 11% 2.4 1 5% 0.1
 92  Ulmus-Zelkova ニレ属－ケヤキ属 1 1% 0.2 1 1% 0.2 1 5% 0.1
 94  Aphananthe-Celtis エノキ属－ムクノキ属 2 13% 0.2
 97  Moraceae-Urticaceae クワ科－イラクサ科 1 0% 0.4 1 0% 0.6
160  Ilex モチノキ属 2 1% 0.8 35 18% 17.5 2 1% 2.3 36 15% 20.1 4 4% 1.1 35 26% 5.6 20 15% 3.4
170  Acer カエデ属 1 7% 0.1
172  Aesculus トチノキ属 1 0% 1.2
305  Alisma サジオモダカ属 1 1% 0.5
306  Sagittaria オモダカ属 2 1% 1.0
311  Gramineae(<40) イネ科（４０ミクロン未満） 2 1% 1.6 2 1% 0.8 13 7% 6.5 3 1% 1.7 11 11% 3.1 44 33% 7.0 17 13% 2.9 23 153% 2.3 4 18% 0.5
312　Gramineae(>40) イネ科（４０ミクロン以上） 3 1% 1.3 6 3% 3.0 3 3% 0.9 17 13% 2.7 6 5% 1.0 1 7% 0.1 2 9% 0.2
320  Cyperaceae カヤツリグサ科 4 2% 1.7 2 1% 1.0 1 0% 1.2 1 0% 0.6 2 2% 0.3 3 2% 0.5 1 7% 0.1 1 5% 0.1
416  Echinocaulon-Persicaria ウナギツカミ節－サナエタデ節 1 7% 0.1
420  Fagopyrum ソバ属 2 2% 0.3 1 1% 0.2 1 5% 0.1
422  Chenopodiaceae-Amaranthaceae アカザ科－ヒユ科 2 1% 0.8 2 1% 1.0 1 0% 1.2 3 3% 0.9 3 2% 0.5 3 2% 0.5 2 13% 0.2 1 5% 0.1
430  Caryophyllaceae ナデシコ科 3 2% 0.5 1 7% 0.1
450  Ranunculaceae キンポウゲ科 1 1% 0.5
461  Cruciferae アブラナ科 1 0% 0.8 4 2% 2.0 1 0% 0.6 4 4% 1.1 4 3% 0.6 4 3% 0.7 2 13% 0.2 2 9% 0.2
501   Leguminosae マメ科 1 0% 0.8 1 1% 0.5
581  Hydrocotyle チドメグサ属 1 0% 0.4 1 0% 1.2
601  Trachelospermum テイカカズラ属 1 0% 0.4
611  Lamiaceae シソ科 1 1% 0.5
710  Carduoidae キク亜科 1 0% 0.8 1 0% 0.4 2 1% 1.0 1 0% 1.2 1 0% 0.6 2 13% 0.2 3 14% 0.4
712  Artemisia ヨモギ属 1 0% 0.8 6 3% 2.5 40 20% 20.0 10 5% 11.7 13 13% 3.7 97 73% 15.5 33 25% 5.6 60 400% 5.9 54 245% 6.6
720  Cichorioideae タンポポ亜科 1 0% 0.8 8 4% 3.4 23 12% 11.5 3 1% 3.5 8 3% 4.5 31 32% 8.8 37 28% 5.9 19 14% 3.2 32 213% 3.2 13 59% 1.6
802  Urostachys sieboldii  type ヒモラン型 1 1% 0.3 2 2% 0.3 2 13% 0.2 1 5% 0.1
803 Urostachys serratum type トウゲシバ型 1 7% 0.1
808  Subgenus Lycopodium ヒカゲノカズラ亜属 1 0% 0.8 1 0% 0.4
875  Davallia シノブ属 1 0% 0.4 1 1% 0.2 2 9% 0.2
881  Pteridaceae イノモトソウ科 1 1% 0.5 1 7% 0.1
886  Aspid.-Asple. オシダ科－チャセンシダ科 4 2% 3.3 6 3% 2.5 14 7% 7.0 7 3% 8.2 9 4% 5.0 6 6% 1.7 7 5% 1.1 9 7% 1.5 4 27% 0.4 8 36% 1.0
898  MONOLATE-TYPE-SPORE 単条溝胞子 1 0% 0.8 2 1% 0.8 16 8% 8.0 1 0% 1.2 5 2% 2.8 3 3% 0.9 4 3% 0.6 1 7% 0.1 3 14% 0.4
899  TRILATE-TYPE-SPORE 三条溝胞子 1 0% 0.8 1 0% 0.4 2 1% 1.0 2 1% 2.3 1 0% 0.6 3 3% 0.9 7 5% 1.1 6 5% 1.0 6 40% 0.6 2 9% 0.2
木本花粉総数 220 94% 181 204 84% 85.6 200 60% 99.9 212 89% 249 242 89% 135 98 56% 27.9 133 37% 21.3 133 56% 22.7 15 10% 1.5 22 18% 2.5
草本花粉総数 7 3% 5.6 28 12% 11.7 98 30% 49 17 7% 20 14 5% 8 65 37% 18.5 206 57% 32.8 89 38% 15.1 125 81% 12.4 81 68% 9.8
胞子総数 7 3% 5.7 11 5% 4.5 33 10% 16.5 10 4% 11.7 15 6% 8.4 13 7% 3.8 21 6% 3.3 15 6% 2.5 15 10% 1.5 16 13% 1.9





③層 ④-1層 ④-2層 ⑤層
3-2
地層番号 第２クロスナ




   3   Podocarpus マキ属 1 1% 0.2
   5   Abies モミ属 1 0% 1.2 1 5% 0.1
 10  Tsuga ツガ属 1 0% 0.6 1 1% 0.3 1 1% 0.2 1 7% 0.1
 21  Pinus(Diploxylon) マツ属：複維管束亜属 1 0% 0.4 1 1% 0.5 1 0% 0.6 1 1% 0.3 7 5% 1.1 4 3% 0.7 2 13% 0.2 6 27% 0.7
 30  Sciadopitys コウヤマキ属 1 7% 0.1
 32  Cryptomeria スギ属 3 1% 2.5 2 1% 0.8 20 10% 10.0 4 2% 4.7 1 0% 0.6 3 3% 0.9 7 5% 1.1 4 3% 0.7 2 9% 0.2
 41  Cupressaceae type ヒノキ科型 6 3% 3.0 3 1% 3.5 3 1% 1.7 1 1% 0.3 1 1% 0.2 1 7% 0.1
 51  Salix ヤナギ属 1 1% 0.5 1 1% 0.2
 52  Myrica ヤマモモ属 1 1% 0.5 1 5% 0.1
 71  Carpinus-Ostrya クマシデ属－アサダ属 1 0% 0.8 3 1% 1.3 2 1% 1.0 1 0% 1.2
 73  Corylus ハシバミ属 1 1% 0.5 1 1% 0.3 2 2% 0.3 1 1% 0.2 1 7% 0.1
 74  Betula カバノキ属 1 1% 0.5
 75  Alnus ハンノキ属 1 1% 0.5 1 0% 1.2
 80  Fagus ブナ属 1 5% 0.1
 83  Querucus コナラ亜属 2 1% 1.6 3 1% 1.3 6 3% 3.0 2 1% 2.3 4 2% 2.2 4 4% 1.1 4 3% 0.6 2 2% 0.3 6 40% 0.6 8 36% 1.0
 84  Cyclobalanopsis アカガシ亜属 33 15% 27.2 90 44% 37.8 74 37% 36.9 106 50% 124.3 110 45% 61.5 65 66% 18.5 50 38% 8.0 62 47% 10.5 1 5% 0.1
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 94  Aphananthe-Celtis エノキ属－ムクノキ属 2 13% 0.2
 97  Moraceae-Urticaceae クワ科－イラクサ科 1 0% 0.4 1 0% 0.6
160  Ilex モチノキ属 2 1% 0.8 35 18% 17.5 2 1% 2.3 36 15% 20.1 4 4% 1.1 35 26% 5.6 20 15% 3.4
170  Acer カエデ属 1 7% 0.1
172  Aesculus トチノキ属 1 0% 1.2
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311  Gramineae(<40) イネ科（４０ミクロン未満） 2 1% 1.6 2 1% 0.8 13 7% 6.5 3 1% 1.7 11 11% 3.1 44 33% 7.0 17 13% 2.9 23 153% 2.3 4 18% 0.5
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720  Cichorioideae タンポポ亜科 1 0% 0.8 8 4% 3.4 23 12% 11.5 3 1% 3.5 8 3% 4.5 31 32% 8.8 37 28% 5.9 19 14% 3.2 32 213% 3.2 13 59% 1.6
802  Urostachys sieboldii  type ヒモラン型 1 1% 0.3 2 2% 0.3 2 13% 0.2 1 5% 0.1
803 Urostachys serratum type トウゲシバ型 1 7% 0.1
808  Subgenus Lycopodium ヒカゲノカズラ亜属 1 0% 0.8 1 0% 0.4
875  Davallia シノブ属 1 0% 0.4 1 1% 0.2 2 9% 0.2
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③層 ④-1層 ④-2層 ⑤層
3-2
地層番号 第２クロスナ
4-1 4-2 5-1 5-21-1 1-2 2-2
モギ属，タンポポ亜科，イネ科（40 ﾐｸﾛﾝ未満）が高率を示す。また試料№ 5-2 では，ソバ属が低率である
が検出される。
(2) Ⅲ帯（試料№ 4-2 ～ 2-2）
　花粉・胞子化石含有量が 40 ～ 300 粒 /g ほどと，やや少なかった。下部の試料№ 4-2 ～ 3-2 では草本・
藤本花粉が 40 ～ 60％と高率を示すが，中部の試料№ 3-1,2-3 では数％，上部の試料№ 2-2 では 30％を示す。
一方木本花粉は，下部で 40 ～ 60％，中部で 89％，上部で 60％を示す。
　木本花粉ではアカガシ亜属の検出量が多く，40 ～ 70％近くを示す。このほか，クリ属，シイノキ属が高
率を示す。また，上部ではスギ属が特徴的に出現する。草本・藤本花粉ではヨモギ属，タンポポ亜科，イネ
科（40 ﾐｸﾛﾝ未満）が高率を示す傾向にあり，試料№ 4-2,4-2 では，ソバ属が低率であるが検出される。こ
67
れらのことから，下部（試料№ 4-2 ～ 3-2）をｃ亜帯，中部（試料№ 3-1，2-3）を b 亜帯，上部（試料№
2-2）を a 亜帯とした。
(3) Ⅱ帯（試料№ 1-2）
　花粉・胞子化石含有量が 85.6 粒 /g と，やや少なかった。木本花粉が 84％と高率を示し，草本花粉は
12％に止まる。木本花粉では，アカガシ亜属が 44％，シイノキ属 - マテバシイ属が 32％，クリ属が 18％
と高率を示す。
(4) Ⅰ帯（試料№ 1-1）

































































































































































































































































































































































































































































































木本（針葉樹） 木本（広葉樹） 草本・藤本 胞子
柱状図凡例





















































































































































































































































































































































































































































































































10％ +: < 1％
木本（針葉樹） 木本（広葉樹） 草本・藤本 胞子
*1: 基数が50粒未満のタクサ． 柱状図凡例








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10％ +: < 1％
木本（針葉樹） 木本（広葉樹） 草本・藤本 胞子
*1: 基数が50粒未満のタクサ． 柱状図凡例















































































































































































































































試料№ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1-1 1-2 2-2 2-3 3-1 3-2 4-1 4-2 5-1 5-2
④(1) ④(2) ④(4) ④(5) ⑥(1) ⑥(2) ③層 ④-2層 ⑤層 ⑧層
第二クロ スナ層 第三クロ スナ層 第二クロ スナ層
1  イネ 14 1 - - - - 2 1 - - 8 9 5 6 1 2 1 - - -
96 8 - - - - 14 7 - - 49 63 34 41 7 14 6 - - -
2.82 0.22 - - - - 0.41 0.21 - - 1.44 1.86 1 1.21 0.19 0.42 0.18 - - -
31 ヨシ属 1 - - - - 1 1 5 1 2 - - - - 2 2 5 3 2 -
7 - - - - 7 7 35 8 14 - - - - 13 14 31 19 13 -
0.43 - - - - 0.47 0.44 2.21 0.48 0.9 - - - - 0.83 0.90 1.97 1.21 0.82 -
61 キビ族型(アワ・キビ・ヒエを含む） - - - - - - - - - 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 -
- - - - - - - - - 14 6 7 7 7 7 7 6 6 6 -
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
81 ススキ属型 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 1 1 1 1 1 2 1 - - -
7 8 8 8 7 7 7 7 8 21 6 7 7 7 7 14 6 - - -
0.08 0.09 0.09 0.09 0.09 0.09 0.09 0.09 0.09 0.26 0.08 0.09 0.08 0.09 0.08 0.18 0.08 - - -
83  ウシクサ族A 5 1 2 1 1 1 4 4 1 5 5 1 5 2 1 5 6 3 2 -
34 8 15 8 7 7 28 28 8 35 31 7 34 14 7 35 38 19 13 -
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
201 メダケ節型 5 1 2 2 1 3 9 5 3 15 7 6 5 8 6 5 12 9 4 -
34 8 15 15 7 22 63 35 23 106 43 42 34 55 39 35 75 58 26 -
0.4 0.09 0.17 0.18 0.09 0.26 0.73 0.41 0.26 1.23 0.5 0.49 0.39 0.64 0.46 0.41 0.87 0.67 0.3 -
203  ネザサ節型 30 6 2 5 5 6 18 29 5 37 54 42 46 47 23 22 21 23 24 -
206 45 15 38 37 45 125 203 38 263 330 295 312 323 151 156 131 147 156 -
0.99 0.22 0.07 0.18 0.18 0.21 0.6 0.98 0.18 1.26 1.58 1.41 1.5 1.55 0.73 0.75 0.63 0.71 0.75 -
205 チマキザサ節型 8 3 4 3 2 2 11 10 4 7 8 3 6 10 13 8 10 7 4 -
55 23 30 23 15 15 77 70 30 50 49 21 41 69 86 57 63 45 26 -
0.41 0.17 0.23 0.17 0.11 0.11 0.57 0.53 0.23 0.37 0.37 0.16 0.3 0.52 0.64 0.43 0.47 0.34 0.19 -
207  ミヤコザサ節型 15 4 3 5 3 3 6 4 5 15 1 1 3 2 2 1 2 1 1 -
103 30 23 38 22 22 42 28 38 106 6 7 20 14 13 7 13 6 6 -
0.31 0.09 0.07 0.11 0.07 0.07 0.13 0.08 0.11 0.32 0.02 0.02 0.06 0.04 0.04 0.02 0.04 0.02 0.02 -
501 ブナ科（シイ属） - - - - - - - - - - - - 2 1 1 1 1 1 1 -
- - - - - - - - - - - - 14 7 7 7 6 6 6 -
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
プラント・オパール総数 79 17 14 17 13 17 52 59 20 86 85 64 74 78 51 49 60 48 39 0
カウントガラスビーズ数 439 400 400 400 400 400 433 427 400 426 490 426 443 438 459 426 481 465 462 400
カウント総数 518 417 414 417 413 417 485 486 420 512 575 490 517 516 510 475 541 513 501 400
試料重量(×0.0001g) 6999 7013 7009 7016 7041 7003 7035 7035 7024 7016 7027 7040 7012 6996 7022 7015 6997 7007 7025 7026
ガラスビーズ重量(×0.0001g) 133 133 133 134 133 132 134 133 134 134 133 133 133 133 134 134 133 132 133 133
66 54 46 56 60 73 65 69 57 78 84 91 84 80 63 72 75 79 83 -












に止まる。木本花粉では，シイノキ属 - マテバシイ属が 42％，クリ属が 40％，アカガシ亜属が 15％と高
率を示す。
直浪遺跡における耕作について
(1) 第１クロスナ層（4 ～ 7 世紀）
　第 8 次調査では，第１クロスナ層上部（④ (1) 層）においてイネ由来の植物珪酸体が多量に検出された。
一方，中～下部（④ (2) ～④ (5）層ではほとんど検出されなかった。このことから，第１クロスナ層上部（④
(1) 層）堆積時には，この場所で稲作が行われていた可能性が高いことが指摘される。第 10 次調査におい
69





　第 10 次調査で実施した堆積物の軟Ｘ線写真観察では，③層，④層 -1 ともに小粒状ペッドが中～強度に発




１クロスナ層中～下部（④ (2) 層，あるいは④ -2 層より下位）で検出される，イネの植物珪酸体は，根によ




　第 8 次調査では，第 2 クロスナ層（⑥ (1)，⑥ (2) 層）からも微量のイネの植物珪酸体が検出されたが，
第 9 次調査，第 10 次調査では，全く検出されなかった。植物珪酸体の検出密度を加味すると，それぞれの









率は，④ -1 層上部の 2 試料で僅かに検






















































































































































































































































































































































































































10000粒/g    数字は1/100したもの
イネ科（機動細胞） 樹木起源
柱状図凡例






















































図 50　第 9 次植物珪酸体ダイアグラム
図 51　第 10 次植物珪酸体ダイアグラム















(2) 第２クロスナ層（第 8，9，10 次調査）：（弥生時代後期）














(3) 第２クロスナ層 - 第１クロスナ層 
　花粉・胞子化石含有量は，⑦層最下部（試料№ 5-1）で少ないものの，他の試料では第２クロスナ層の数倍，
木本花粉に関しては 10 倍ほどを示す。含有量の少ない⑦層最下部（試料№ 5-1）では，第２クロスナ層同
様にマツ属（複維管束亜属），コナラ亜属が複数粒 /g の含有量を示すほか，エノキ属 - ムクノキ属が 2 粒 /g
の含有量を示す。これらのことから，⑦層最下部（試料№ 5-1）堆積時の周辺地域の森林植生は，第２クロ
スナ層の時期と大差なかったものと考えられる。
　⑦層中部から⑤層（試料№ 4-2 ～ 3-2）では，アカガシ亜属が高率を示し，クリ属，シイノキ属 - マテバ
シイ属が続く。ただし含有量は，アカガシ亜属が最大 18.5 粒 /g，シイノキ属 - マテバシイ属が最大で 2.4

















(4) 第１クロスナ層（4 ～ 7 世紀）
　花粉・胞子化石含有量は，④ -1 層下部（試料№ 2-3）で最も多くなるが，280 粒 /g と，一般的な腐植質
粘土と比べると 1/100 ほどの値である。また，他の試料は 100 粒 /g 程度である。全ての試料でアカガシ
亜属が高率を示し，クリ属，シイノキ属 - マテバシイ属が続く。また，中～上部ではスギ属が増加傾向を示
すほか，一部試料では，モチノキ属が 20％近い出現率を示した。アカガシ亜属の含有量は最大で 124.3 粒








分布していた可能性が高い。また，草本花粉含有量のピークは④ -1 層中部（試料№ 2-2）にあり，木本花粉
のピークとズレる。植物珪酸体の検出密度は，下位の第 8 次調査⑤層，第 10 次調査⑤，⑦層同様に，第 8












































　鳥取市直浪遺跡の発掘調査において出土した木質遺物は，2015 年度調査で出土した板材 2 点，2016 年























































木口（× 40） 柾目（× 100） 板目（× 100）







木口（× 40） 柾目（× 100） 板目（× 100）
不明針葉樹 ヤナギ属 クスノキ科 ツバキ科













































すなわち，川砂の採取や沿岸部の開発が本格化する以前の 1955 年には，千代川河口から２～ 3km 地点の
中央粒径が 0.5 ～ 0.35mm であるが，４～ 5km 地点では 0.25 ～ 0.2mm と細粒化する。これと同じ傾向は，


















































































































































































































期の遺物を含む下層のクロスナ a と，６世紀代の古墳が存在した上層のクロスナ b の間の年代差は，900 ～
1000 年程度と考えられる。クロスナ b がもつ時間幅はわからないが，両クロスナ層に介在する褐色砂層（旧























（14 ～ 16 世紀）
墓碑（1717 年）
0 50m





















鳥取砂丘における人類の重要な活動期と考えられる（亀井 1983，髙田 2017，湯村 2017）。直浪遺跡の放
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が，岩吉編年（谷口 1993）を参考にすると，Ⅷ期（新）～Ⅸ期に位置付けられようか。秋里遺跡 B Ⅲ区
SX01 など，多量の赤色塗彩土器が集積した祭祀的遺構と共通する器種や技法も認められる。これらには
TK216 ～ 208 型式段階の須恵器や長頸鏃が伴い，５世紀中頃の年代を与えうる。放射性炭素年代では，第




























時代中期（5000 ～ 4000 年前）が相当する。中期段階の土器は，クロボク層上面かクロボク層直上のクロ
スナ層から出土しているから，海浜砂が飛砂として遺跡に届くことはあったが，それが人間活動の障害にな
ることはほとんどなかったと考えられる。この段階の生業は石錘や磨石・石皿の存在から，漁労と採集が大
きな比重を占めたと考えうる。この時期の土器付着炭化物のδ 13C 濃度は -22 ～ -20‰ほどであり，ドング
リなど C ３植物の領域の中心からやや外れて淡水魚の領域に近づいていることもその傍証と言えよう。
　次の段階は，縄文時代後期（4000 ～ 3000 年前）に相当し，徐々に砂丘化が進行する。クロスナ層が見
られないことは，植生や人間活動が低減してクロスナの生成条件を満たさなくなったからと考える。このよ
うな変化をもたらした原因は，飛砂の増加であろう。青谷上寺地遺跡では，多数のボーリング調査の結果を






　第３段階は，直浪遺跡での土地利用が見られなくなる縄文晩期～弥生時代前期（3000 ～ 2300 年前）で
ある。この時期には穀物栽培が本格化し，新たな生業形態に転換する人びとが平野に適応していった。拡大
した砂丘地は，その後背湿地が利用可能でなければ，魅力の少ないものだったのかもしれない。なお，この
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第 2 クロスナ層から第 1 クロスナ層からの漸移層までの草本類，木本類の変遷がとらえられた。
②プラント・オパール分析
　プラント・オパール分析は，2015 年度調査区と 2016 年度調査区において行われた。2015 年度調査区




























　第 1 クロスナ層への漸移層から第 1 クロスナ層では，花粉分析結果からみると，相対的に草本類が減少し，
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髙田健一 2017「直浪遺跡からみた砂丘遺跡の形成過程」『鳥取砂丘学』古今書院
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